
 

 
 

金利リスク管理（コア預金モデル）の高度化に関する共同研究開始のお知らせ 
 
 

 アリアンツ・グローバル・インベスターズ（以下、アリアンツ GI）は、周南公立大学と
静岡銀行および NSフィナンシャルマネジメントコンサルティング株式会社（以下、
NSFMC）とともに、金利リスク管理の高度化に関する共同研究を行うこととなりましたの
で、お知らせいたします。 

 金利環境や人口動態が大きく変化してきている中、銀行の収益強化のためにはより一層
の高度な金利リスク管理が求められていることから、本共同研究にて、これまでの金利リ
スク管理手法を見直し、改善の方向性を見出し、改善策についての検討を行う予定です。 

  具体的には、「コア預金モデル」と呼ばれる流動性預金のデュレーションを計測する数
理モデルに関する研究を行い、欧米諸国の動向や近年のわが国の預金動向などを踏まえな
がら改善策を見出していきます。 

 共同研究においては、コア預金モデルの原型を構築した周南公立大学の木島教授が参画
し、ドイツに拠点を有するアリアンツ GIが欧米諸国の調査等を行い、静岡銀行および
NSFMC の協力を仰ぎながら共同研究を進めます。静岡銀行は、本共同研究で得られた知見
を同行の金利リスク管理に活用し、収益基盤の強化を図ります。将来的には他の銀行にも
働きかけを行い、共同研究で得られる知見を銀行業界全体に共有を図っていくことや、銀
行経営の根幹をなす ALM（アセット・ライアビリティ・マネジメント）の高度化に関する
研究も行っていく予定です。 
 

＜共同研究メンバーの役割＞ 

アリアンツ GI 
欧州最大級の損保会社グループとしてドイツをはじめ世界各国に拠点を有する資

産運用会社。リスクラボとしてミュンヘン工科大学等と学術的なネットワークを有す

る部門が本共同研究を担当 
周南公立大学 
木島正明教授 

コア預金モデルの原型の構築者で、同モデルは多くの銀行で内部モデルとして採

用されている。共同研究では学術的な面からサポートを行う 
静岡銀行 預金動向に関するデータや地域金融機関としての知見を提供 

NSFMC 金融システムベンダー大手の日鉄ソリューションズグループの一員で、 
コア預金モデル構築に関するデータサイエンス・システム開発を担当 
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